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学習効果のマイクロステップ計測の基礎

一自覚できない学習段階の計測と学習内容の体系化にむけて一

筑波大学心理学系 寺澤孝文’）

The　basis　of　the　Micro－Step　Estimation　Method　for1earning　acquisition；

Measuring　unconscious1earning1eve1and　systematizing1earning　contents

Takafumi　Terasawaψ侭肋〃θげP∫ツ6んologγω4加θγ8づ妙げ丁舳后肋α，丁舳后〃α305－8572∫ψα切

　　Using　the　indirect　recognition　procedure，Terasawa（1997）found1ong－1asting　repetition　eL

fects　with　words　in　a　recognition　experiment，which　indicates　the　permanent　nature　of

memory．On　the　basis　of　this　finding　and　other　studies　about　priming，this　paper　put　for－

ward　the　Micro－Step　Estimation（MSE）Method　for　measuring　unconscious1eve1of1earning

acquisition．Using　some　kinds　of　priming　tasks，we　can　measure　unconscious1earning　effects．

Using　the　MSE　method，we　can　describe　detai1ed　steps　of　learning　acquisition　and　then　feed－

back　the　leve1of　acquisition　to1earners．Furthermore，by　accumu1ating　and　ana1yzing　a　vast

amount　of　data　from　MSE，we　can　systematize　and　stratify　a1l　the　study　contents　objective1y，

Key　words：1ong－term　memory，priming　effect，1earning　acquisition，measurement．

はじめに

　本論文は，マイクロステップ計測と呼ばれる，記

憶研究の最新の知見を応用した新しい学習効果の測

定法の論理的な基礎を紹介する．それは，従来かな

りマクロに捉えられてきた学習の到達度を，学習者

にも自覚できないほどミクロなレベルで測定・記述

し，その情報を学習者にフィードバックすることを

目指すものである．さらにまた，この方法を推し進

め発展させることにより，この測定法を新しい教育

評価の手だてとして活用することが可能になる．現

在一般的に行われている学カテストは，学習者の序

列化につながる要素を必然的に内包している．マイ

クロステップ評価法は，莫大な学習内容の習得段階

をコンピュータを導入することにより詳細に記録

し，それをもとに容易な問題から難解な問題といっ

た問題の序列化，および問題問の関連性を体系的に

1）現所属　岡山大学教育学部（〒700－8530岡山市津島
中3－1－1）

明らかにすることを将来的に目指す1それにより，

純粋に個々の学習者にとって必要な情報を提供す

る，本来必要とされている教育評価が可能になるは

ずである．

　マイクロステップ計測の目的は，第一に，学習者

の到達度をよりミクロに測定すること，第二に，そ

のデータに基づき，逆に膨大な学習内容を体系的に

序列化することの2点にまとめられる．

　なお，本論文で提案するマイクロステップ計測の

具体的な特徴は，次の3点にまとめられる．

（1）最新の言已憶研究で明らかにされた新しい知見に

　基礎をおき，学習者の到達度を詳細に測定する．

（2）実験的枠組みを通常の学習場面に融合させるこ

　とにより，日常的な学習場面において客観的な

　データの収集をおこなう．

（3）コンピュータをフルに活用し，膨大な問題に対

　する個別の到達度を詳細に記録し，教育内容の序

　列化と体系化の基礎デ∵タとすることを目指す．

本論文では，まず最初に，マイクロステップ計測
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の基礎となる，最近の記憶研究の知見に説明を加

え，次いでその概念を提案する．そして最後に，マ

イクロステップ計測を発展させた，教育評価の新し

い方向性について言及する．

最近の記憶研究の知見

1．プライミング効果は学習の効果である

　近年の記憶研究では，直接プライミング効果（以

後，単にプライミング効果と呼ぶ）に関する研究が

盛んである（太田，1992；寺澤，ユ997b参照）．プラ

イミング効果は，ある対象に関する処理（エピソー

ド）がその後のそめ対象の処理に影響を与えること

を意味している．また，特にプライミング効果が現

在の記憶研究で注目されている点は，先行する処理

（エピソード）が意識的に想起されない場合であって

も，後続する処理が影響を受ける点である．自覚で

きないエピソードの影響が記憶課題の成績に現れる

点が，従来の記憶研究において新鮮であり，それは

潜在記憶研究という新たな研究の流れの基盤になっ

ているといえる．

　プライミング効果は明らかに学習の効果である．

それは実際の実験手続きを理解すれば明らかであ

る．例えば，単語完成課題を用いた実験では，まず

被験者に「だいどころ」といった単語について，好

悪判断などの何らかの判断が要求される（偶発学

習），その後，一定のインターバルを置いて，　「だ

□ど□ろ」という虫食い語が被験者に与えられ，虫

食いの部分にひらがなを入れて意味の通る言葉にす

ることが課題として要求される（テスト）．そして，

．学習時に「だいどころ」を見たことに被験者が気づ

かなくとも，後のテスト課題の成績に学習の効果が

現れることが，プライミング効果とされる．現在，

プライミング効果は一つのエピソードの効果という

点が重視され，記憶研究の流れで語られることが多

いが，あくまでそれは学習の効果に他ならない．

2．学業成績とプライミング効果

　プライミング効果が学習の効果であるならば，プ

ライミング効果を測定する課題を用いることによ

り，純粋な学習の効果を測定できる可能性がある．

プライミング効果は，上述したように，学習エピ

ソードが意識されないにも関わらず成績として現れ

る学習の効果であり，それはまさに教育場面で測定

されている学習の効果と同様のものと考えられる1

例えば，私たちは英単語の意味を学習するために，

何度も繰り返し学習を行う．その学習を繰り返すこ

とにより，単語テストの成績は上昇していくわけで
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ある．このテスト成績の上昇と，プライミング効果

は本質的には同質のものと著者は考える．いつ学習

したのか具体的に思い出せなくとも，単語テストの

成績は上がっていくわけであり，それはプライミン

グ効果と何ら違いはない．

　ただし，現在の記憶研究においては，学習の繰り

返しによる学力の上昇とプライミング効果は，異質

なものと捉えられてる．例えば，語彙に関する記憶

は，意味記憶として分類され，プライミング効果と

は別の記憶システムに依拠するものと考えられ，ま

た運動技能の上達ともプライミング効果は異質のも

のと考えられている（例えば，TU1ving＆Schacter．

1990）．それに対して，著者は，少なくとも，語彙

に関する記憶，運動技能の上達に関わる記憶および

プライミング効果の基礎となっている記憶は，本質

的に同様のメカニズム（cf．，システム）に依拠すると

いう立場を採る．

　現在の記憶研究において，プライミング効果と一

般の学習の効果が同じ枠組みで捉えられていない理

由は，大きく2つ考えられる．一つ目の理由は，こ

れまでプライミング効果に反復学習の効果が現れに

くいとされていた点である（Roediger＆McDermott，

ユ993）．学習の有無はプライミング効果として容易

に検出されるにもかかわらず，学習の反復効果を報

告している研究は極端に少ない．それに対して，一

般的な学習場面では，反復が最も重要な要因となっ

ている．二つ目の理由は，プライミング効果の長期

持続性を明確に示すデータがこれまでなかったこと

である．一般に，学習内容の習得は長い期問をかけ

て行われる．それはすなわち，個々の学習の効果が

長期に持続することを意味する．それに対して，こ

れまでのプライミング効果の研究では，学習の効果

が長期に持続することを十分納得させるだけのデー

タが報告されてこなかった．

　ところが，ごく最近，間接再認手続きを用いた著

者の一連の研究で，わずかな学習の効果が長期に持

続すること，および長期持続的な効果に反復の効果

が明確に現れることが明らかになってきた．

3．学習効果の超長期持続性と反復効果

　一般に，わずかな学習で獲得した記憶は短時間で

忘却されると考えられている．それは，従来研究さ

れてきた顕在記憶の研究を見れば明白である1それ

に対して，プライミング効果は，かなり長期にわ

たって保持されると一般にいわれており，事実，

S1oman　et　aL（1988）などでは1年を越えるプライミ

ング効果が報告されている．しかしながら，1ヵ月

を越えて持続するプライミング効果を報告している
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研究は非常に少なく，現時点ではまだ，プライミン

グ効果の長期持続性が広く受け入れられているとは

言い難い．従来からプライミング効果（潜在記憶）の

特徴として長期持続性が取り上げられる場合には，

顕在記憶と比較して長期に持続するというように，

あくまで相対的な意味が強調されることが多い．さ

らにまた，プライミング効果には学習の繰り返しの

効果が現れにくいとされており（Roediger　＆

McDemott，1993参照），ユ，2，3回程度の学習の

繰り返しがプライミング効果に影響を及ぼすことを

示す研究はこれまで全く報告されてこなかった．

　このように，プライミング効果の長期持続性は，

一般に受け入れられているとは言いにくい面があっ

た．これに対して著者は，再認メカニズムの理論化

の過程で，再認テストの成績にかなり以前の単語学

習の繰り返しの効果が現れてくることを予測し，実

際にその現象を実験的に示している（寺澤，1994a，

ユ997a；寺澤・太田，1993；寺澤・小野瀬，！993）1

考案された手続きは問接再認手続き（間接再認テス

ト）と呼ばれ，筆者らはそれを用い，かなり以前の

1，2秒程度の学習の繰り返しの効果を実験的に検

出することに成功している（その他，寺澤，1994c，

1995a，　1995b，　ユ996a；Terasawa，　et　a1．，　ユ995；

Terasawa　＆　Sekida，1996；Terasawa，Yamauchi，

Kuwabara，＆Takahashi，1996）．この課題は，かな

り以前の学習回数に対して非常に敏感な課題であ
る．

　例えば，問接再認手続きで長期的な学習効果を報

告している寺澤（1995a）の実験では，被験者に，1

単語あたり2秒のぺ一スで次々と提示される日本語

2字熟語の学習が要求された．そこで提示される単

語には，1－3回繰り返し提示される単語が含まれ
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ていた．それから15週問後，前に1～3回学習した

単語と新しい単語を含むテストリストを用い，同じ

被験者に間接再認テストが課された．その結果，15

週間後の間接再認テストの成績に，ユ5週間前の2秒

の学習回数の効果が現れてくることが明らかとなっ

た．Figure1，2はその結果を示したもので，横軸

はユ5週問前に行われた2秒の学習の回数を示してお

り，描かれているパターンはどちらも15週問前の学

習の効果を示している．この事実は，およそ4ヵ月

前に2秒の学習を1度余分に行った効果が，4ヵ月

後であっても残っていることを明確に示している．

　さらに，最近の寺澤の研究では，数カ月前の偶発

学習の効果が間接再認テストの成績に現れること

（Terasawa　＆　Sekida，1996；Terasawa，Yamauchi，

Kuwabara，＆Takahashi，ユ996），また，単語に限ら

ず無意味なランダムパターンが持つ情報までもが，

長期に保持されることが明らかにされている（寺

澤・世木田，1996；Terasawa，Ayabe－Kanamura，＆

Saito，1995）．

　これらの研究の結果は，ほんのわずかな学習の効

果が，数カ月単位で持続することを明確に示してお

り，従来とは全く異なる証1意の側面を描き出してい

る．なお，学習の繰り返し効果の長期持続性を明ら

かにする方法論，およびその背景にある記憶理論

は，寺澤（！997a）にまとめられている．

4．熟知度に現れる学習の積み重ねの効果

　寺澤（1994b，1995c，1996b，1996c）は，熟知度判

断のメカニズムに抑制的なメカニズムが存在すると

仮定する理論（寺澤，1994．1997a）に基づき，中学

のユ年問に熟語に出会った経験の効果が，熟知度評

定の平均値に学年差として現れることを報告・してい
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94 筑波大学心理学研究

る．そこでは1年生があまり目にしないと評定した

熟語に対する熟知度評定の平均が，学年の上昇に比

して直線的に増加することが示されている．さらに

また，一寺澤（ユ995b）では，読書量の多い生徒ほど，

低熟知度語の熟知度を高く評定することが示されて

いる．これらの結果は，単語の熟知度（fami1iarity）

が，学習の積み重ねの効果を敏感に反映する指標で

あることを示唆している．

マイクロステップ計測

1．現在の教育評価に内在する問題

　従来の学習効果の測定は，学習過程をかなり大き

な枠組みで捉えてきた感が強い．例えば，英単語テ

ストにしても100個の単語のうち何語に答えられた

のかといったテストがほとんどであり，1つの単語

に答えられるか否かが最も小さな評価基準になって

いる．言い換えれば，学習の到達度は，ある学習内

容に対応する学習課題を解けるか解けないか，もし

くは何個解けるかという単純な基準で測られてい

る．言い換えれば1従来の到達度評価は，学習の達

成度を，1－O的な基準で捉えてきたといえる．

　しかし，学習者にとって最も必要な情報は，100

個の問題のうち何個に答えられるかではなく，一つ

一つの問題を解けるようになるまでに，自分はあと

どのくらいその問題について勉強をすればよいのか

といた，学習の指針となる情報である．ユつの学習

内容の習得には，必ずそれ相応の学習が必要になる

ことは誰もが認めることである．それにも関わら

ず，ある学習内容を習得するために要す時問や労力

の指針となる情報は，現在の学カテストから得るこ

とはできない．

2．マイクロステップ計測

　学習者白身でも分からない，ミクロなレベルの学

習段階の中で，自分がどこに位置しているのかとい

う情報は，非常に重要なことであるにも関わらず，

これまでそのような学習段階を客観的に示す測定方

法は全く存在しない．そのひとつの理由は，一つ一

つの学習の積み重ねという場合の，］回の学習の効

果をこれまでの学習研究が過小評価してきたことが

あげられる．従来の記憶研究において，わずかな学

習の繰り返しの効果が長期に残るという事実が全く

見出されなかったこと，およびそれを測定する方法

論がこれまでなかったことが，記憶研究の関心が

＜ミクロな学習ステップの測定〉へと向かなかった

原因の一つとしてあげられよう．これまでの記憶研

究では，単語カードを1回余分に見直すといった，

第20号

ささいな学習の効果が3ヵ月間残るなど想像すらで

きなかったことである．わずかな学習の効果はすぐ

に消えてしまうという考え方が，現在でもまだなお

一般的といえる．

　本研究では，個々の学習内容の習得段階を詳細に

計測するために，上述した新しい記憶研究の知見を

応用する．長期持続的な記憶現象の存在は，学習者

には全く自覚できない，！つ1つの学習の積み重ね

の効果が長期に保持されることを意味しており，学

習の効果を長期的な視野で測定できる可能性を示唆

している．さらに，間接再認手続きのように，わず

かな学習の積み重ねの効果を敏感に反映させられる

課題が明らかになったことにより，自覚できないミ

クロなレベルの学習ステップを，客観的に示すこと

が可能になる．例えば，我々は，英単語の学習で日

本語の意味を何度も繰り返し学習している．その中

で，一つの英単語の学習段階は，「全く日本語が思

い浮かばない状態」から，「すぐに日本語カ咽い浮

かぶ状態」まで徐々に変化していく．これまでの学

習効果の測定は，日本語を思い出せるか出せないか

という，1－O的な段階で評価されてきたが，上記

の記憶研究の知見を応用することにより，一っの単

語の習得の道筋を，従来とは比べ物にならないほど

詳細に記述することが可能になるはずである．本研

究は，学習者に白覚できない学習段階をマイクロス

テップと呼び，その測定を学習効果のマイクロス

テップ計測とよぶ．

3．動機づけの観点からみたマイクロステップ計測

　　の有効性

　子どもが学習で遭遇する大きな困難の一つに，英

単語の学習に代表されるような，単純で内容の多い

学習を継続することがある．いわゆる暗記学習と呼

ばれる学習は，その必要性は十分わかっていても，

実際に学習を続けることは，子どもに限らず，我々

大人にとっても大変難しいことである．

　それでは，なぜ単純な暗記学習の継続は難しいの

か．暗記学習の必要性は子どもであっても十分理解

しているはずである．

　継続が難しい理由は2つ考えられる．まず第1

に，学習にはどうしても繰り返しが必要であり，英

単語のように多くの内容を繰り返して学習する場合

には，どうしても長い時間を要す．そこで問題とな

るのが，2度目，3度目の学習の繰り返しの時に，

1度目の学習の成果（効果）を実感できず，それによ

り学習に対する動機づけが低くなる，つまり繰り返

し学習することがいやになってしまうことが考えら

れる．
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　例えば，大学受験の際に，何百といった英単語を

覚える時を考えてみる．最初の200個の単語をはじ

めから1週問かけて憶えた後，もう一度最初の単語

に戻ると，たいていその単語の意味は思い出せな

い．最初の単語に戻ると憶えていない単語がたくさ

ん現れ，そうこうしているうちに，「何度やっても

憶えられない」，「本当に憶えられるのだろうか」

という感覚が強まり，かなりの人はそこで学習をや

めてしまうわけである．ここで重要な点は，学習の

効果・成果が実感できなければ，学習への動機づけ

は確実に低下するということである．

　継続が難しい2つ目の理由は，「繰り返し学習す

れば，本当に何百という英単語を憶えることができ

るのか」，　「どのような形で学習の成果は現れてく

るのか」という疑問に，誰も明確に回答できないこ

とがあげられる．つまり，子どもがごく普通に抱く

そういった疑問に，明確に答える客観的なデータが

これまでに報告されていないのである．客観的な

データがなければ，子どもに問いただされた親や教

師は個人的な経験や，「努力と忍耐！」といった観

念論に頼って子どもに学習の継続を訴えるしかな

い．英単語や歴史年号の学習では，「何回ぐらい学

習を繰り返せば成果が目に見えてくるのか」，「ど

のように学習が進むのか」等の疑問に明確に答える

ことのできる研究は，残念ながら現時点ではなされ

ていない．

4．学習効果の現われ方の予測

　Figure1，2に示された図と同様のパターンが複

数の実験で得られている（e．g，寺澤，1997a；Terasawa

＆　Sekida，1996；Terasawa，Yamauchi，Kuwabara，

＆Takahashi，1996）．ここで指摘できる一貫したパ

ターンは，ピット率が1回の先行学習によって一度

低下し，その後再び上昇するというパターンと，虚

再認率が先行学習の増加に伴い高くなっていくとい

うパターンである．どちらも条件によってかなり変

化するが，日本語の単語を用いた実験ではかなり類

似したパターンが検出される．さらに興味深いの

は，単語を刺激材料とする場合には学習回数の影響

が現れるが，ランダムなパターン刺激のような，普

段目にしない刺激を用いた場合には学習回数の効果

（反復効果）が現れにくいという点である（寺澤・世

木田，ユ996）．これから予測できることは，日常生

活であまり接触しない新規な刺激を用いた場合に

は，当初学習の繰り返し効果が得られないが，学習

が増えるに従い，徐々に1回の学習回数の効果が現

れやすくなるということである．

　Figure3は，長期的な学習効果を検出する条件設
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定の基礎になっている寺澤（1997a）の活一性化相互抑

制理論に基づき，学習回数に対して問接再認テスト

の成績がどのように変化していくのかをシミュレー

トした結果である（未発表，寺澤孝文・辻村誠一・

田中草子による）．シミュレーションで用いた関数

には複数のパラメータがあり，パラメータによって

グラフの形状は変わってくることは申し付けておく

が，間接再認の指標を用いた場合，学習の効果は単

調増加しないことが予測されている．特に，問接再

認テストの成績が一度下降し，その後急激に上昇す

るパターンは，実際の実験データにも数多く見るこ

とが出来る（例えば，寺澤，1997a）．なお，このシ

ミュレーションの基礎になっている寺澤（1997a）の

活性化相互抑制理論は，再認判断のメカニズムを理

論化したものであるが，著者は，再認判断に限ら

ず，熟知度判断，プライミング効果が検出される課

題の処理，さらには，一般の学習の習得過程にも同

様にこのメカニズムが適用できると考えている．そ

の意味で，Figure3に示されたパターンは，マイク

ロステップ計測によって得られるデータを解釈する

上で，有効な指針になると考えている．

　以上，学習効果のマイクロステップ計測の基礎に

ついて述べてきた．現在，この方法を，高校生の英

単語の学習に適用した実験を継続しており，具体的

な方法と途中経過は寺澤・太田（1997）に報告されて

いる．そこでは非常に興味深い結果が得られてい
る．

教育評価の新しい方向性

　本論文では，最後に，マイクロステップ計測を発

展させた新しい教育評価の方向性を示す．本来，子

供の到達度を図ることが主な目的である学カテスト

が，現実には学習者の序列化に主として活用されて

レまっている原因を考察し，真に有益な教育評価を

行うためにマイクロステップ計測を発展させる方向

を提案する．

1．学カテストが学習者の序列化につながる理由

　一般に教育評価は，子供の現状を十分に把握し，

それをその後の教育活動に活かすことを念頭におい

てなされるものであり，教育評価の必要性に疑問を

さしはさむ人はいないであろう．ところが，昨今の

教育場面を見みると，本来教育評価の要となるべき

学カテストが，学習者のランクづけの一端を担って

いる感が強い．学カテストの機能の一つに，進学や

就職のためのセレクションの機能があることは確か

である．しかし，本来，学習者個人に有益であるは
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ずの到達度評価が，本質とは異なる目的に活用され

ていることは否めない．

　実際の教育場面で，教育評価のランキングの機能

がクローズアップされてしまう原因の一つは，現在

の学カテストが，全ての学習内容に関するテストで

構成されていない点である．本来，教育場面で用い

られるテストは，一人一人の子供の現状を把握する

ためになされるものであり，例えば100個の問題の

何個に答えられたかという指標自体は，学習者に

とって重要ではなく，どの問題に答えられ，どの問

題には答えられなかったかが本質的に重要な情報と

なる．つまり，テストで重要なものは，得点ではな

く問題の質なのである．しかし，どの問題に答えら

れ，どの問題に答えられないかを根本的に明らかに

するためには，つまるところ，すべての問題からテ

ストを構成する必要がある．それが困難なため，一

部の問題から学カテストが構成され，場合によって

はそれが標準化されるわけである．現時点では仕方

のないことではあるが，学カテストで用いる問題が

一部に限定された時点で，到達度評価の本来の意義

の多くが削ぎ落とされると言っても過言ではない．

この問題を解決するためには，全ての学習内容につ

いてテストを実施する以外に，根本的な解決法はな

いのではないだろうか．

2．絶対評価が難しい理由

　現在の学カテストに，可能な限り到達度評価本来

の機能を持たせるためには，そこで用いる問題の階

層と関連性を明確にすることが不可欠である．しか

し，現状においてそれらが客観的に，また十分検討

されているとは言い難いように思う．例えば，単

語，文法，長文読解の問題から構成される英語テス

トがあったとしよう．一般に，長文読解ができるよ

うになるためには，単語と文法の習得が必要と考え

られるが，この判断はかなりおおざっぱなものであ

る．一口に単語と言っても何千という単語があり，

その一つ一つについても，すぐに日本語が思い浮か

ぶような単語から，しばらく考えなければ日本語が

出てこない単語まで，さまざまなレベルがある．文

法においても同様である．到達度評価を有効に機能

させるためには，このような膨大で多様な問題の階

層と関連性を客観的に記述していく作業がどうして
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も必要になる．「Cという読解の問題を解決するた

めには，Bという文法の問題をどの程度容易に解答

でき，さらにAという英単語のセットをどの程度習

得している必要があるか．」といった情報を客観的

な手法で収集し，それを基に，できる限り詳細に学

習内容を序列化し，カテゴライズし，関連づける作

業が必要である．この作業がなされない限り，現在

の学カテストで，真に意味のある到達度評価を行う

ことは難しいといわざるを得ない．学カテストの機

能として学習者の序列化の機能が今の社会でクロー

ズアップされていることは，裏を返せば，従来行わ

れてきた学習内容の序列化・関連付けが，不十分で

あったことを意味しよう．膨大な学習内容の序列化

と関連付けを体系的に行うためには，研究者の主観

的な分類作業ではとうてい太刀打ちできるはずがな

い．客観的なデータに基づき，統計的な手法を駆使

して研究を進める研究体制が今後必要になるはずで

ある．

　マイクロステップ計測の対象を，全ての学習内容

に広げ，その習得の過程を客観的な学習者のデータ

で記述することができれば，そのデータを学習内容

の階層化と体系化に活用できるはずである．例え

ば，英単語から文法，長文読解まで，考えられうる

全ての学習内容を，テスト問題として登録し，その

すべての学習履歴を詳細に記録していくことによ

り，学習の進度が相関する学習内容を明らかにした

り，パス解析などにより学習内容の階層構造を明ら

かに出来る可能性もある．いずれにせよ，学習内容

の有機的な構造・体系が，学習者の反応に基づき客

観的に解明されない限り，将来的に，学カテストが

到達度評価として有効活用されることは難しいので

はないだろうか．

　個々の学習内容について，学習者の到達度（簡単

に答えられるレベルから，全く答えられないレベ

ル）を考慮し，さらに全ての学習内容を対象にし

て，階層化・体系化を目指している研究は，現在の

ところ見られない．それゆえ，現在の学カテストに

おける学習者の到達度は，＜集団の中における相対

的な位置＞によって表現されるほかなく，＜学習内

容の序列の申における絶対的な位置＞で表現するこ

とが難しいのである．一般に，絶対評価が難しいと

される理由は，絶対的な基準，すなわち学習内容の

階層と関連性が，客観的に明らかにされていないた

めであろう．それに対して，学習内容の階層構造と

関連が客観的にまた詳細に明らかになれば，集団の

中における相対的位置は，個人にとっては大きな意

味を持たなくなるはずであり，そうなって初めて，

学カテストは教育評価の真の機能を発揮し始めるは

ずである．
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3．解決すべき間題
　上述したように，学習者にとって真に有益な到達

度評価を下すため，また，学習内容の階層構造を明

らかにしていくためにも，膨大な学習内容に対する

到達度を，詳細にまた客観的に測定し，基礎データ

としていくことが非常に重要になる．それが進まな

い限り，将来的にも学カテストは，学習者の相対的

なランキング以上の情報を提供することは難しいで

あろう．

　マイクロステップ計測を教育評価に結びつける上

で生じる最大の問題は，如何にして，膨大な数の課

題を対象にして，その一つ一つの学習内容に対する

学習者のミクロな到達度を，客観的に測定するかで

ある．その具体的な方法については本論文では言及

し．ないが，寺澤・太田（1997）は，大学入試に必要な

約1000語の英単語の学習をターゲットとし，実際に

マーイクロステップ計測のための長期学習実験を始め

ている．そこでは，個々の学習内容について詳細な

到達度を測定するために，先に紹介した記憶研究の

知見を応用して複数の到達度の指標を導入し，ま

た，膨大な学習内容について詳細な情報を得るた

め，パーソナルコンピュータを高校生の各家庭に配

布し，コンピュータ上で全ての学習履歴を記録して

いる．さらに，客観的なデータを得るために，可能

な限り実験計画法を学習スケジュールに組み込み，

十分な条件統制を行った上でデータを収集すること

に成功している．将来的には，英単語からさらに

ターゲットを広げ，できる限り多様な学習内容につ

いてマイクロステップ計測を適用し，客観的な到達

度評価を行って行く必要がある．
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